
別紙１（省令第十一条第二項第３号関係） 
 

１．産業廃棄物処理施設の構造及び設備 
 
（１）施設名称及び施設の主要な設備の型式、構造、主要寸法、能力  
 
 名 称   製 造 者 ・ 型 式 構 造 ・ 材 質 等  主 要 寸 法   能 力   備 考   

中 

 

核 

 

設 

 

備 

 
破砕機 

 
〇〇製 
〇〇〇〇 

 
二軸破砕方式 
〇V 〇〇kW 

 
本体：SS400 
刃：WC-Co 

ロータ：SUS316L 

 
w〇×d〇×h〇 

 
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 〇 t/h 
木くず      〇 t/h 
がれき類    〇 t/h 

 

※処理品目が複数ある場

合、品目ごとに処理能力を

記載してください。 

 
処理能力計算書〇〇
参照 
構造計算書〇〇参照 
機器図〇〇参照 

中 

 

核 

 

設 

 

備 

 

以 

 

外 

 
集じん機 

 
 
 

脱臭装置 
 
 
 
 

※中核設備と機械的に直結す

る設備、技術基準に基づき設け

る設備等を記載してください。 

 
〇〇製 
〇〇〇〇 

 
 

〇〇製 
〇〇〇〇 

 
サイクロン式 
〇V 〇〇kW 

SS400 
 

活性炭吸着式 
〇V 〇〇kW 

SS400 

 
w〇×d〇×h〇 

 
 
 

w〇×d〇×h〇 

 
〇 ㎥/h 

集じん効率 〇% 
 
 

〇 ㎥/h 

 
機器図〇〇参照 
 
 
 
機器図〇〇参照 

 
   ※ 当該施設の構造を明らかにする平面図、立面図、断面図、構造図及び処理工程図、並びに必要に応じて設備能力の証明書類を添付すること。 



別紙２（省令第十一条第二項第４号関係） 
 

２．処理に伴って生ずる排ガス及び排水 
 
（１）排ガス 
 
 

 処 理 方 法 

サイクロン集塵機及びバグフィルターを設け、消石灰、活性炭、重曹を噴霧し、ばいじん、硫黄酸化物、塩化水素、 

ダイオキシン類、全水銀を捕集・除去します。 

接触触媒装置を設け、アンモニアを噴霧し窒素酸化物を除去します。 

※排ガスが発生しない場合、施設の構造上、処理に伴う排ガスの発生がない旨を記載してください。 

 排ガス量（ｍ
３N/ｈ  

）  〇（㎥N/h） （添付図等） 
・処理フロー （ 〇〇図 ） 
・処理施設への導入及び排出経路 （ 〇〇図 ） 

 煙突の数  〇 本 

 煙突の設置位置  添付〇図のとおり。 

 煙突の高さ（ｍ）  〇 m 
 
 
 
（２）排水 
 
 

 処 理 方 法 

※排水が発生しない場合、施設の構造上、処理に伴う排水の発生がない旨を記載してください。 

 なお、処理施設で水を使用するが排水は発生しない場合、排水が発生しない理由を説明してください。 

 

 

 排水量  （ｍ
３/日  

） 〇（㎥/日） （添付図等） 
・処理フロー （ 〇〇図 ） 
・処理施設への導入及び排出経路 （ ○○図 ） 
・排水バランスシート 

 放流口の数 〇 箇所 

 放流口の位置 添付〇図のとおり。 

 放流先 ・河川（ 雨水〇箇所 ）・海域（             ）・公共下水道（ 汚水〇箇所 ）・その他（             ） 
 



別紙３（省令第十一条第二項第５号関係） 
 

３．設計計算上達成することができる生活環境への負荷に関する数値 
 
（１）大気質関係 
 
 

地点名称 
排出ガス量 

(N㎥/h) 
排ガス温度 

(℃) 

大   気   汚   染   物   質 備 考 

ばいじん 
(g/㎥N) 

ＣＯ 
(ppm) 

ＳＯｘ 
(ppm) 

ＮＯｘ 
(ppm) 

ＨＣｌ 
(mg/㎥N) 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 
(ng-TEQ/㎥N) 

全水銀 
(μg/㎥N)   

標準酸素濃度

○○％ 

煙突出口 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 
(○○ppm) ○○ ○○   

 
（２）水質又は地下水関係 
 
 

地点名称 排水量 
(㎥/日) ｐＨ ＢＯＤ 

(mg/l) 
ＣＯＤ 
(mg/l) 

ＳＳ 
(mg/l) 

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 
(mg/l) 

そ の 他 該 当 項 目 (mg/l) 備 考 

     
鉱油類 動植物油類 

放流口○○ ○○ ○○以上 
○○以下 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○     

 
（３）騒音関係                                                             （４）振動関係 
 
 地  点  名  称 騒音レベル (dB)  地  点  名  称 振動レベル (dB) 

地点○○、地点○○ 
地点○○、地点○○ 

最大○○（6:00~8:00） 
最大○○（8:00~18:00） 

地点○○、地点○○ 
地点○○、地点○○ 最大○○（8:00~19:00） 

 
（５）悪臭関係 
 
 地点名称 臭気指数 臭   気   物   質 (ppm) 

地点○○ 
地点○○ 
地点○○ 
地点○○ 

脱臭装置排出口 

 
最大○○ 

 
 

○○ 

ｱ ﾝ ﾓ ﾆ ｱ ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ 硫 化 水 素 硫 化 ﾒ ﾁ ﾙ 二 硫化 ﾒﾁﾙ ﾄ ﾘ ﾒ ﾁ ﾙ ｱ ﾐ ﾝ ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 

ﾉﾙﾏﾙﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  ｲｿﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  ﾉﾙﾏﾙﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ｲｿﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  ｲ ｿ ﾌ ﾞ ﾀ ﾉ ｰ ﾙ 酢 酸 ｴ ﾁ ﾙ ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ ﾄ ﾙ ｴ ﾝ 
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 

ｽ ﾁ ﾚ ﾝ ｷ ｼ ﾚ ﾝ ﾌ ﾟ ﾛﾋ ﾟｵ ﾝ酸 ﾉ ﾙ ﾏ ﾙ 酪 酸 ﾉﾙﾏﾙ吉草酸 ｲ ｿ 吉 草 酸 
 

○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 
  

生活環境影響調査の結果等を記載してください。 

生活環境影響調査の結果等を記載してください。 生活環境影響調査の結果等を記載してください。 

排ガス計算の結果等を記載してください。 

定常運転を行った際の設計計算値を記載してください。 
該当しない項目は表に斜線を入れて該当なしと記載してください。 



別紙４（省令第十一条第三項第１号関係） 
 

４．周辺地域の生活環境の保全のため達成することとした数値 
 
（１）大気質関係 
 
 

地点名称 
排出ガス量 

(N㎥/h) 
排ガス温度 

(℃) 

大   気   汚   染   物   質 備 考 

ばいじん 
(g/㎥N) 

ＣＯ 
(ppm) 

ＳＯｘ 
(ppm) 

ＮＯｘ 
(ppm) 

ＨＣｌ 
(mg/㎥N) 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 
(ng-TEQ/㎥N) 

全水銀 
(μg/㎥N)   

標準酸素濃度

○○％ 

煙突出口 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 
(○○ppm) ○○ ○○   

 
（２）水質又は地下水関係 
 
 

地点名称 排水量 
(㎥/日) ｐＨ ＢＯＤ 

(mg/l) 
ＣＯＤ 
(mg/l) 

ＳＳ 
(mg/l) 

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質 
(mg/l) 

そ の 他 該 当 項 目 (mg/l) 備 考 

     
鉱油類 動植物油類 

放流口○○ ○○ ○○以上 
○○以下 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○     

 
（３）騒音関係                                                             （４）振動関係 
 
 地  点  名  称 騒音レベル (dB)  地  点  名  称 振動レベル (dB) 

地点○○、地点○○ 
地点○○、地点○○ 

最大○○（6:00~8:00） 
最大○○（8:00~18:00） 

地点○○、地点○○ 
地点○○、地点○○ 最大○○（8:00~19:00） 

 
（５）悪臭関係 
 
 地点名称 臭気指数 臭   気   物   質 (ppm) 

地点○○ 
地点○○ 
地点○○ 
地点○○ 

脱臭装置排出口 

 
最大○○ 

 
 

○○ 

ｱ ﾝ ﾓ ﾆ ｱ ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ 硫 化 水 素 硫 化 ﾒ ﾁ ﾙ 二 硫化 ﾒﾁﾙ ﾄ ﾘ ﾒ ﾁ ﾙ ｱ ﾐ ﾝ ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 

ﾉﾙﾏﾙﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  ｲｿﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  ﾉﾙﾏﾙﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ｲｿﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ  ｲ ｿ ﾌ ﾞ ﾀ ﾉ ｰ ﾙ 酢 酸 ｴ ﾁ ﾙ ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ ﾄ ﾙ ｴ ﾝ 
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 

ｽ ﾁ ﾚ ﾝ ｷ ｼ ﾚ ﾝ ﾌ ﾟ ﾛﾋ ﾟｵ ﾝ酸 ﾉ ﾙ ﾏ ﾙ 酪 酸 ﾉﾙﾏﾙ吉草酸 ｲ ｿ 吉 草 酸 
 

○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 

規制基準値、協定値、自主管理値等を記載してください。 
該当しない項目は表に斜線を入れて該当なしと記載してください。 



別紙５（省令第十一条第三項第２号・第３号関係） 

 

５．排ガスの性状及び放流水の水質の測定頻度 
 
（１）排ガス性状                                                        （２）放流水質 
 
 測定個所 測 定 項 目 測定頻度  測定個所 測 定 項 目 測定頻度 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      
 
 

６．その他産業廃棄物処理施設の維持管理に関する事項 
 

例：施設の正常な機能を維持するため、日常／隔週／月例で点検、及び機能検査、並びに毎年メーカーによる定期点検を実施する。 

維持管理体制を確立し、点検等により見つかった異常は速やかに補修するとともに、点検結果に基づき整備計画を策定し計画的に保守を行う。 

  点検結果・補修内容・整備計画等は維持管理体制の構成員で共有し、施設の健全性を組織的に管理する。 

緊急連絡体制を確立し、連絡表を現場に掲示、事故時対応マニュアルを策定し安全教育を行うとともに安全対策を実施する。 

  

該当しない場合は表に斜線を入れて該当なしと記載してください。 


